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３ ＳＳＨ事業アンケート（教員） R5.12 実施 n=39 

 

3-1 ＳＳＨ第Ⅲ期各事業取組について 

 

 

 

  
『南高ＳＴＥＡＭ』の実践について、新規の企画を多く設けたＳＳ探究Ⅰについては、教員の評価が

比較的高い割合で良い評価が得られた。一方で、教科横断型・思考学習型授業の実践についての達成度

はまだ不十分との評価が多い。今後の全職員による目的・目標の共有と、全校をあげての取組体制の明

確な構築が課題である。 

『ながさき探究プラットフォーム』構築については、未来デザインスクール等多くの教員が関与する

事業については認識が高く良い評価が多い。探究の蕾、ジュニアサイエンスラボ、未来デザインイノベ

ーションフェアなど、対象生徒が一部や外部であるなど、取組の状況が校内の職員に分かりにくい企画

については、今後校内での周知や実践報告の機会等を設け、取組の共有を図る必要がある。 

『ＳＳＨ科学部』の振興については、校内での活動状況の周知が多くもたれており、職員の認識や成

果の共有が図られた成果により、概ね高い評価が得られた。 

 

 

 

― 40 ―



41 
 

3-2 課題研究指導について                        R5.12 実施 n=39 

５そう思う ４ややそう思う ３どちらでもない ２あまり思わない １全く思わない 

 

課題研究指導は、半数近くが肯定的な評価（5，4）であった。本校での勤務年数が長い教員ほどその

傾向が表れており、ＳＳＨ指定前期からの蓄積は、かなり進んできたといえる。赴任１、２年目の教員

への指導ノウハウの継承が効果的に行われるよう継続した協力体制つくりに努める必要がある。『Q6生

徒と外部専門家との接続』は、肯定的評価 28%と低い。生徒の課題研究内容や進路希望状況に合わせて、

多様な機関との支援体制を確立していかなければならない。 

 

『Q8 教科の授業と課題研究との往還を図る「南高ＳＴＥＡＭ」の取組』については、肯定的評価は

26％、『Q9自身の教科授業への実践』は 33％と、まだ十分な成果とはいえない。1年目の取組を取り掛

かりとして、次年度に向けて更なる推進を図らなければならない。 
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